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【
藤
山
　
大
議
員
】

　

当
町
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
等

に
よ
り
町
の
活
力
が
低
下
し
て
い

る
中
で
、
各
公
共
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
補
修
・
耐
震
化
な
ど
大
き

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

主
要
施
設
の
次
の
点
に
つ
い
て

の
展
望
を
町
長
に
伺
う
。

・�

温
泉
の
今
後
の
展
望
は
、
建
て

替
え
か
補
修
か
？

・�

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
展
望

は
？

・�

新
た
な
道
の
駅
に
関
し
て
答
申

は
出
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後

の
道
筋
は
？

・�

各
施
設
を
統
合
す
る
総
合
施
設

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
か
？

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

温
泉
は
９
月
会
議
後
の
経
済
福

祉
常
任
委
員
会
で
も
「
方
向
性
」

の
議
論
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
令
和
３
年

度
か
ら
建
設
に
向
け
た
作
業
を
加

速
し
た
い
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
化
改
修

の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
次
期
総

合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
新
た

な
道
の
駅
構
想
と
併
せ
て
議
論
を

深
め
た
い
。

　

新
た
な
道
の
駅
は
「
基
本
計
画

策
定
委
員
会
」
よ
り
答
申
は
受
け

て
い
る
が
、
行
政
主
導
で
な
く
、

町
民
が
作
り
上
げ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
そ
れ
が
無
け
れ
ば
構
想

中
止
も
や
む
を
得
な
い
。

　

各
施
設
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
維
持
保
全
計
画
の
中
で

は
町
内
会
館
等
の
統
廃
合
の
検
討

は
あ
っ
た
が
、
総
合
的
施
設
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
検
討
は
し
て
い

な
い
。

藤山　大 議員

主
要
施
設
の
今
後
の
展
望
は

総
合
的
施
設
は
検
討
し
て
い
な
い

【
小
鹿
昭
義
議
員
】

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

や
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
施

行
に
加
え
、
本
年
７
月
か
ら
全
国

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
の
有

料
化
が
始
ま
っ
た
。

　

廃
棄
物
・
資
源
制
約
、
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
動

き
で
、
普
段
何
気
な
く
貰
っ
て
い

る
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
で

私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
事
業
と
し
て
買
い
物
か
ご
或
い

は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
町
民
に
提
供
し

て
は
ど
う
か
。
ご
み
減
量
化
の
更

な
る
策
も
併
せ
て
伺
う
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

レ
ジ
袋
有
料
化
に
伴
う
町
民
へ

の
エ
コ
バ
ッ
グ
配
付
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
備
蓄
品
を
、
福
島
町
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の

新
た
な
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
成
し
、

配
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
町

広
報
な
ど
を
活
用
し
、
エ
コ
バ
ッ

グ
の
普
及
率
を
高
め
る
よ
う
な
Ｐ

Ｒ
を
積
極
的
に
展
開
し
た
い
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

当
町
で
は
ご
み
の
搬
出
量
が
減
少

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
町
広

報
等
で
ご
み
資
源
化
な
ど
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
集
団
資
源
回

収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
な

ど
減
量
化
に
努
め
て
お
り
、
引
き

続
き
町
内
会
・
福
島
町
ご
み
減
量

化
推
進
委
員
と
連
携
し
、
町
民
の

意
識
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

エ
コ
バ
ッ
グ
の
提
供
と
更
な
る
ご
み
減
量
化
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
付

５名の議員から一般質問がありました。質問・答弁を抜粋・要約して
掲載しました。一般質問

小鹿　昭義 議員
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詳しい質問内容については、議会ホームページをご覧ください。 一般質問
【
川
村
明
雄
議
員
】

　

岩
部
・
浦
和
地
区
の
現
在
の
ト

イ
レ
は
、
設
置
の
目
的
か
ら
そ
の

役
割
を
果
た
し
終
え
た
と
の
判
断

は
理
解
で
き
る
が
、
観
光
的
要
素

が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
来
町
者
数
が
顕
著
な
岩

部
地
区
は
今
後
の
見
込
み
を
勘
案

す
る
と
公
衆
ト
イ
レ
の
必
要
性
は

必
須
で
あ
る
。
両
地
区
に
お
け
る

訪
問
者
の
民
家
や
民
間
企
業
者
へ

の
ト
イ
レ
借
用
状
況
を
聞
く
と
今

後
の
困
惑
は
明
ら
か
で
あ
り
、
公

衆
用
ト
イ
レ
設
置
の
方
向
で
対
策

を
願
う
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
の
参
考
と
し

て
、
横
綱
ビ
ー
チ
の
清
掃
協
力
金

の
状
況
を
併
せ
て
伺
う
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

岩
部
地
区
は
昭
和
51
年
建
設

（
築
44
年
）、
浦
和
地
区
は
昭
和
54

年
建
設
（
築
41
年
）
で
老
朽
化
が

激
し
く
今
年
度
解
体
す
る
。

　

岩
部
地
区
に
つ
い
て
は
岩
部
ク

ル
ー
ズ
の
利
用
者
は
岩
部
交
流
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い

る
が
、
新
た
な
観
光
客
の
入
り
込

み
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

ト
イ
レ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
岩
部
地
区
の
総
合
的

な
構
想
策
定
を
計
画
し
て
お
り
、

ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
そ
の
中
で
検

討
す
る
。

　

浦
和
地
区
は
新
設
の
考
え
は
な

い
。

　

横
綱
ビ
ー
チ
の
清
掃
協
力
金

は
、
平
成
29
年
度
26
千
円
、
平
成

30
年
度
41
千
円
、
令
和
元
年
度
55

千
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
開
設
期
間
を
短

縮
し
た
こ
と
も
あ
り
協
力
金
は
い

た
だ
い
て
い
な
い
。

川村明雄 議員

岩
部
・
浦
和
地
区
へ
の
公
衆
用
ト
イ
レ
設
置

岩
部
は
総
合
的
な
構
想
の
中
で
検
討
す
る

【
木
村
隆
議
員
】

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
方
が
保
健
所
の
聞
き
取
り

調
査
に
お
い
て
、
居
住
地
非
公

表
を
選
択
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
当
町
の
居
住
者
で
あ
る
と

い
う
情
報
が
通
達
さ
れ
る
か
？

②�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
の

同
時
流
行
に
備
え
て
感
染
が
疑

わ
れ
る
患
者
受
診
の
流
れ
を
身

近
な
医
療
機
関
に
変
更
す
る
と

報
道
さ
れ
た
が
、
町
立
診
療
所

を
持
つ
当
町
の
考
え
は
？

③�

台
風
10
号
の
上
陸
で
避
難
所
は

３
密
を
防
ぐ
た
め
収
容
人
数
は

半
数
と
な
っ
た
。
当
町
の
３
密

を
回
避
し
た
避
難
所
の
運
営
を

伺
う
。
ま
た
各
世
帯
の
防
災
備

蓄
品
の
点
検
を
啓
発
し
て
は
ど

う
か
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

①�

渡
島
総
合
振
興
局
長
よ
り
患
者

の
住
所
地
と
な
る
首
長
へ
連
絡

が
来
る
。

②�

町
立
診
療
所
は
、
施
設
の
構
造

や
職
員
体
制
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
発
熱
患
者
等
と
そ
の
他
の

患
者
を
分
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
検
査
対
応
資
材
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
や
院
内
感
染
の

リ
ス
ク
等
か
ら
電
話
に
よ
る
相

談
受
付
と
診
療
・
検
査
機
関
へ

の
案
内
が
基
本
と
な
る
。

③�

住
民
意
識
の
向
上
は
重
要
で
あ

り
、
備
蓄
品
の
確
保
・
点
検
な

ど
の
啓
発
に
努
め
る
。

　

�

避
難
所
で
は
、
入
り
口
で
の
消

毒
や
マ
ス
ク
着
用
、
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
な
ど
に
よ
る
検
温
、
簡

易
テ
ン
ト
方
式
で
の
個
室
の
よ

う
な
空
間
を
用
意
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
た
れ
、
ま
た
家
族

ご
と
に
過
ご
せ
る
な
ど
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
運
営
に
努
め
た

い
。

木村　隆 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
対
応
・
対
策

安
心
し
て
過
ご
せ
る
避
難
所
運
営
に
努
め
る

詳しい質問内容については、議会ホームページをご覧ください。 一般質問
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【
平
沼
昌
平
議
員
】

　

令
和
３
年
３
月
末
で
現
行
過
疎

法
が
失
効
す
る
。
当
町
は
過
疎
債

に
依
存
す
る
事
業
比
重
が
多
く
、

当
町
の
総
合
計
画
事
業
の
在
り

方
、
進
め
方
に
大
き
く
影
響
す
る

も
の
と
思
慮
す
る
。

　

現
時
点
で
の
過
疎
法
の
動
向
或

い
は
、
新
た
な
制
度
に
向
け
た
情

報
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
の

か
？

　

さ
ら
に
、
現
行
法
の
最
大
の
利

点
で
あ
る
借
入
元
利
金
の
７
割
を

国
が
地
方
交
付
税
で
援
助
し
て
く

れ
る
そ
の
割
合
が
崩
れ
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
当

町
の
今
後
の
情
報
収
集
の
在
り

方
、
見
直
し
が
あ
っ
た
場
合
の
事

業
の
進
め
方
を
伺
う
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

現
行
過
疎
法
は
令
和
３
年
３
月

末
で
失
効
す
る
が
、
国
に
お
い
て

は
過
疎
対
策
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
検
討
を
進
め
る
懇
談
会
か

ら
の
提
言
も
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
都
道

府
県
を
は
じ
め
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
・
全
国
町
村
会
等
様
々

な
団
体
か
ら
新
た
な
過
疎
対
策
法

制
定
に
関
す
る
提
言
・
要
望
な
ど

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
町

で
も
過
疎
対
策
事
業
債
は
町
の
振

興
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
財
源
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
要
請
活

動
を
は
じ
め
必
要
な
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

　

現
行
と
同
様
な
支
援
策
が
叶
わ

な
い
場
合
は
、
後
期
実
施
計
画
の

大
幅
な
見
直
し
は
必
至
で
あ
り
、

聖
域
な
き
削
減
を
図
る
こ
と
で
財

政
の
健
全
化
を
維
持
し
た
運
営
に

努
め
た
い
。

平沼　昌平 議員

新
過
疎
法
の
見
込
み
と
見
直
し
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

見
直
し
時
は
総
合
計
画
の
聖
域
な
き
削
減
が
必
至

一般質問

令和元年度　議会費の使われ方 （単位：千円）
区　　分 Ｈ30 Ｒ元 令和元年度の支出概要

報　　 酬 22,556 23,581 ・歳費23,521　【月額歳費】議長278、副議長222、委員長201、議員187
・諮問会議委員報酬60

給　　 料 11,907 10,582 ・事務局職員３名分

手 当 等 15,316 15,726
・議員期末手当9,464【議長1,407、副議長1,123、
　委員長（3人）3,051、議員（5人）3,883】
・職員期末手当等6,262

共 済 費 15,095 13,370 ・議員共済等負担金7,722、職員共済費5,040
・臨時職員社会保険料等608

賃　    金 2,068 2,079 ・臨時職員賃金（１名）
報 償 費 100 0 ・専門的審査、調査謝金

旅    　 費 1,324 1,207 ・普通旅費555　・視察研修旅費390　・職員旅費124
・同行旅費94　・委員旅費33　・委員費用弁償11

交 際 費 219 108 ・祝儀14、土産5、後援20、協賛金13、会費51、接待費5

需 用 費 820 1,005 ・消耗品費222　・追録代13　・購読料29
・食糧費5　・議会だより印刷製本費736

使 用 料・
賃 借 料 162 163 ・インターネットサーバスペース使用料40

・議会インターネット中継回線利用料123
備品購入費 0 265 ・デジタルカメラ、参画者席用マイク　ほか
負担金・補助・
交 付 金 1,027 1,006 ・管内議長会等360　・四町議員協議会120

・議員公務災害補償組合負担金等69　・政務活動費457
償還金・利子・
割 引 料 4,327 4,324 ・議会中継システム譲受代金年賦金1,107

・議場等音響設備譲受代金年賦金3,217
合　    計 74,921 73,416 ※事務局職員３名分の給料等は「職員給与費」に計上されているため、議会費の決算額とは一致しません。


